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ヘブライ人への手紙 11 章 4 節～7 節 信仰によって、アベルはカインより優れたいけ 

にえを神に献げ、その信仰によって、正しい者であると証明されました。神が彼の献げ物

を認められたからです。アベルは死にましたが、信仰によってまだ語っています。信仰に

よって、エノクは死を経験しないように、天に移されました。神が彼を移されたので、見

えなくなったのです。移される前に、神に喜ばれていたことが証明されていたからです。 

信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神が存在しておられ

ること、また、神は御自分を求める者たちに報いてくださる方であることを、信じていな

ければならないからです。信仰によって、ノアはまだ見ていない事柄について神のお告げ

を受けたとき、恐れかしこみながら、自分の家族を救うために箱舟を造り、その信仰によ

って世界を罪に定め、また信仰に基づく義を受け継ぐ者となりました。 

 

「信仰によって、アベルはカインより優れたいけにえを神に献げ、その信仰によって、 

正しい者であると証明されました」と言う。アダムとエバの間に、長男カインが与えられ、

土を耕す者になった。続いて、次男アベルが与えられ、羊を飼う者になった。カインは土

の実りを神に献げた。アベルは羊の群れの中から、肥えた初子を献げた。神は、アベルの

献げ物に目を留め、カインの献げ物に目を留めなかった。カインは激しく怒って、顔を伏

せた。嫉妬したカインは、神の度々の忠告を無視して、アベルを殺害した。神がカインの

献げ物をなぜ顧みなかったかについては、カインの農耕文化は、中央が高くとがり、下部

に行くほど広がる、ピラミッド型の支配構造を作り出すのに対し、アベルの牧羊文化は遊

牧型の共生社会であり、原始イスラエル文化と等しく、それが勝るという価値観が背後に

あるという説もあるが、定かではない。「著者」は、アベルは殺されたけれども、優れた

献げものを捧げる信仰によって、彼の信仰が正しかったと伝えている。 

 「信仰によって、エノクは死を経験しないように、天に移されました。」創世記 5 章 23

節に「エノクは三百六十五年生きた。エノクは神と共に歩み、神が取られたのでいなくな

った」と書かれている。彼は神を信じ、神と共に歩んだので、彼の信仰を喜び、死を味わ

うことなく、天に移され、見えなくなった。 

 「著者」は、「信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神

が存在しておられること、また、神は御自分を求める者たちに報いてくださる方であるこ

とを、信じていなければならないからです」と諭す。神は人間の信仰を喜ばれる。その信

仰は、神の存在を信じ、神は求める者たちに報いてくださる方であると信じることである

と言う。 

 「信仰によって、ノアはまだ見ていない事柄について神のお告げを受けたとき、恐れか

しこみながら、自分の家族を救うために箱舟を造り、その信仰によって世界を罪に定め、

また信仰に基づく義を受け継ぐ者となりました。」地上に人が増え始め、堕落と不法が満

ち、神はこれを見て、人間を造ったことを後悔し、地上からぬぐい去ることを決意された。

ノアは神に従う人であった。ノアは、神から世を洪水で滅ぼすというみ告げを受けた時、

命じられた通りに箱舟を造り、信仰に基づく義を受け継ぐ者となった。彼は、まだ見てい

ない事柄を信じ、神の言葉を受け入れ、従ったのである。彼らは、見えざる神の存在を固

く信じ、この方に、心を傾けて生きた信仰者であった。 


